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理念・ミッション 

知性・感性・理性を兼ね備えた国際社会で活躍し得る人材、謙虚な心をもって人のため、社会のために

尽くすことのできる人材の育成に、言語教育を通じて貢献する。 

教育目標 

・異なる価値観を尊重し、文化的背景の異なる人と協働して学習を進めることのできる学習者を育て

る。 

 

・受験対策にとどまらず、進学先での学習・研究に役立つ日本語力を身に付けた学習者を育てる。 

 

・自らの目標達成に向け、学習を自律的に継続することのできる学習者を育てる。 

 

点検結果評定基準 

  5：達成している    4：ほぼ達成している  3：改善を進めている 

  2：取り組みを検討中  1：改善が必要 

 

【1】 理念および教育目標 

番号 点検項目 評価 現状・課題 

1 理念・ミッション、教育目標が社会の要請

に合致しているか。 

5 多文化共生社会と国際社会の実現に寄与す

るために必要な内容になっている。 

 

 理念・ミッション、教育目標が、教職員及

び学生に周知されているか。 

5 教職員に向けては専任・非常勤全員が参加す

る教職員全体会議で、学生に向けてはホーム

ページで周知し、入学時オリエンテーション

で確認している。 

 

 教育目標に学校の特色が反映されている

か。 

5 多国籍の学生が高等教育機関への進学とい

う共通の目的の下、互いに高め合いながら

学びを深める環境を提供するよう努めてい

る。 

 教育目標達成に向けた教育が行われてい

るか。 

4 異文化理解、アカデミックジャパニーズ

を取り入れた教育課程を編成している。

自律学習の意識づけとして Monoxerを導

入したが、今後は学期初めに学生と学習

目標を共有した上で学習計画について

考える時間を取り、学期末にフィードバ

ックと自己評価、今後に向けての目標を

確認する時間を取るようにする。 
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【2】 学校運営 

番号 点検項目 評価 現状・課題 

2-1 組織的な運営   

 学校の運営体制が日本語教育機関の告示基

準を満たしているか。 

5 法令や基準などを遵守し、告示基準を満たし

ている。 

 短期及び中長期の運営方針と経営目標が

明確化され，教職員に周知されているか。 

5 毎週行われる管理職会議において短期目標

を共有、また経営陣を交えたミーティングも

定期的に行い中長期目標を共有している。 

 

 管理運営の諸規定が整備され、規定に基づ

いた運営がなされているか。 

5 社内規定や業務マニュアルがあり、それに基

づいて運営を行っている。 

 意思決定システムは確立されているか。 5 各部署からの意見はリーダー及び主任がま

とめ校長に報告。その後、役員とのミーティ

ングの中で検討している。 

 業務の見直し及び効率的な運用の検討が

定期的、かつ、組織的に行われているか。 

5 月 1のチーム長によるミーティングと週 1の

管理職会議において運用を検討、必要があれ

ば積極的に見直しを行い、その結果は部署全

体に周知、徹底している。 

 情報システム化等による業務の効率化が

図られているか。 

5 出退勤・経理・学生管理、各教員への連絡・

共有事項等を外部もしくは内部の情報シス

テムを活用し行い、積極的に業務効率化を図

っている。 

2-2 情報の共有化及び発信   

 外部の情報を積極的に入手し経営に生か

す仕組みがあるか。 

5 経営者より日本語教育界の現状等について

の情報が毎週行われる教務会議にて全教職

員に共有されている。また、その他日本語教

育関連や進学情報などを誰でも発信できる

よう google スペース設け、情報を積極的に

共有している。 

 

 内部の情報共有を効率的に行う仕組みが

あるか。 

5 管理職会議を定期的に行い、そこでの情報を

教務会議や総務会議で共有している。 

 

 入学希望者・在籍者及び関係者が理解でき

る言語で、適切に情報提供を行っている

か。 

5 入学希望者及び在籍学生の国籍にはそれぞ

れ国の担当者がおり、必要に応じて母語にて

SNS や対面で説明を行っている。 
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【3】 教育活動 

番号 点検項目 評価 現状・課題 

3-1 教育計画   

 理念・教育目標に合致したコースを設定

し，カリキュラムを体系的に編成している

か。 5 

コースデザインはカリキュラムチーム内の

副主任以上で話し合いを重ね、初級から上級

まで進路・レベル毎 7 コースを設定しカリキ

ュラムを作成している。 

 

 教育目標達成に向けた教育内容、教育方法

及び進度設計がなされているか。 
5 

5技能をバランスよく体系的に身につけられ

るようにし、またそれに合わせ思考力や想像

力を養えるような内容で組んでいる。 

 

 教育内容及び教育方法について、教員間で

共通理解が得られているか。 

5 

年度初めには全教員が集まる共有の場を設

けている。また学期が始まる前にはレベルご

との教育内容や方法について専任、非常勤に

研修を実施している。 

 

 教育目標に合致した教材は選定されてい

るか。 
5 

毎年年度が始まる前に各レベルで教材の見

直しを図り、教育目標や学生のニーズなどに

より合ったものを選定している 

 

 授業に関する学習リソース及び情報を授

業開始までに教員に提示しているか。 
5 

学期が始まる前に全教員に研修を実施、また

は全体メールなどで共有、確認した上で授業

を行っている。 

 

 教員配置が適切になされているか。 

5 

 

各教師の経験に応じてそれに合ったレベル

のクラスに配置され、担当授業時数は上限以

内としている。 

 

3-2 実施   

 授業開始までに学生の能力を筆記試験等

により判定し、適切なクラス編成を行って

いるか。 5 

入学時、日本語歴に応じて初級・中級・中上

級の段階別でプレースメントテストを実施。

次年度はよりレベルを正確に掴めるよう会

話試験を導入予定。 

 

 授業記録簿及び出席簿を備え，正確に記録

しているか。 
5 

授業記録は日誌として授業の担当者が毎日

記録している。出席簿も同様。 
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 理解度・到達度の確認を在籍中に適切に行

い、適宜指導をしているか。 
5 

学期中はそれぞれのテキストで学んだこと

の確認テスト、年 2 回の定期試験を実施し、

確認している。 

 

 個別学習指導等の学習支援担当者が特定

され、適切な指導・支援を行っているか。 
5 

主に担任がクラスの理解度を把握し、必要な

際は取り出し授業などを行い個々に支援を

している。 

 

 判定基準及び判定方法が定められ、適宜開

示されている。 

4 

作文や会話など分野別に基準を定め、主に各

テストの結果によって成績を判定している。

多少基準が分かりにくいところがあるため、

より明確になるよう修正中。 

 

 判定基準及び判定方法の妥当性を定期的

に検証しているか。 5 

判定者から都度ＦＢを回収し、年度末に担当

者間で振り返りを行い見直しを図っている。 

 

3-3 進路に関する支援   

 学生の進路相談を十分に行い、適切な進路

先が決定できるように支援しているか。 
5 

年 3 回の個人面談日や進学説明会、また必要

なタイミングで進路指導をし、学生が希望の

進路に進めるよう指導している。 

 

 進路指導担当者が特定され、指導体制が有

効に機能しているか。 

4 

進路支援チームを設け、担任から適宜学生へ

進路指導できる情報を提供しているが、進路

指導の担当者はいない。担任が進路指導を責

任を持って行っている 

 

 学生の進路希望を把握し、指導担当者間で

情報が共有されているか。 
5 

希望進路を把握できるシステムを作ってお

り、誰でも編集・閲覧ができるようになって

いる。 

 

 進学等の進路に関する最新の資料が備え

られ、学生が閲覧できる状態にあるか。 
5 

進学校であるため、大学院・大学・専門学校

の最新の資料は備えられており、閲覧できる

状態にはある。 
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【4】 教育活動を担う教職員 

番号 点検項目 評価 現状・課題 

4-1 教員組織   

 校長、主任教員、専任教員及び非常勤教員

の職務内容及び責任と権限を明確に定め

ているか。 
5 

校長、主任教員はその職務内容及び責任と権

限を明確に定め、体系的な運営が遂行できて

いる。専任講師は学校及びクラス運営そし

て、授業において、また非常勤講師は授業に

おいて、各々の資質が活かされている。 

 

 教育目標達成に必要な教員の知識、能力を

明示しているか。 

5 

「教育目標」を達成するために必要な教員の

資質として、「日本語の専門性及び指導力」

「異文化理解力」「コミュニケーション力」

などを明示している。 

 

 教員及び職員の採用方法及び雇用条件を

明文化しているか。 

5 

各説明会や募集要項において、選考方法・選

考プロセス・必要資格を記載し、応募者に提

示している。採用決定時に、労働条件通知書

により応募者に明示し、入社後に齟齬が生じ

ないようにしている。 

 

 教員及び職員の研修等により教育の質及

び支援力強化のための取組みをしている

か。 

 

5 

新たにテキストを導入するにあたり、外部講

師による実践的な指導技術の勉強会を数回

にわたって実施した。また、オリジナルの語

彙アプリを導入する際、使用方法や疑問点を

解消するための研修を実施した。また、新任

教員に対してはオリエンテーション及び指

導教員による OJT を行い、教育体制の質の均

一化を図っている。外部研修への参加も奨励

し、教育力の継続的な向上に努めている。 

 

 教育機関としての信頼を高めるため、倫理

観、振る舞い、ハラスメント防止等に関す

る研修を行っているか。 

5 

入社時に、教職員としての行動指針の周知お

よび、SNS の利用や守秘義務などに関する注

意喚起を行っている。また、年に一度、外部

によるストレスチェックを実施し、ハラスメ

ント防止に対する対策や発生時の連絡系統

についても共有している。 
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 教員及び職員の評価を適切に行っている

か。 

5 

今年度より導入した個人目標・評価制度を本

格運用し、半期に一度の振り返りを設けた。

上長との面談を通じて、フィードバックを行

い、個人のキャリア形成や組織の問題改善に

向き合うことで、教職員のモチベーション向

上に繋げた。 

 

4-2    

 生活指導責任者、入管事務担当者等を含む

各業務の担当者が特定され、その職務内容

及び責任と権限、承認プロセスが明確に定

められているか。 

5 

執行役員・総務部長の監督下のもと、各国担

当者と事務員が生活指導及び入管事務を行

っている。 

 

 各業務の担当者が学生及び教職員に周知

されているか。 
5 

入学時に各国担当者が国別にオリエンテー

ションを行っている。教職員に対しても事務

担当者の各業務の一覧表を共有している。 

 

 入管申請取次者、防火防災管理者を設置し

ているか。 5 

複数名の取次者・防火防災管理者がおり、い

かなる状況にも対応できるようにしている。 

 

4-3 採用と育成   

 学校運営に必要な人材の確保と育成が行

われているか。 

4 

採用合同説明会、各養成講座での説明会、オ

ンラインによる新卒者向け説明会と幅広く

募集をおこなった。条件を満たした人物の面

接と模擬授業の選考により採用し、必要な人

材を確保した。採用後は、新任研修、マンツ

ーマンによる教案チェック、各種勉強会など

により、育成をおこなっている。 

 

 

【5】 教育成果 

番号 点検項目 評価 現状・課題 

5 進路及び卒業・修了判定が設けられてい

る。（適切に行われているか） 4 

卒業・修了の基準は決まっており、その基準

通りに判定を行っている。 

 

 学生の理解度を把握し、適切な指導を行って

いるか。 

 

5 

 

授業内で行われるアチーブメントテスト、作

文評価、年 2 回の期末テストを通して学生の

理解度を把握し、担任ごと定期面談や個別指

導を行っている。 
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 学生の日本語資格試験（EJU・JLPT等）の

成績を把握し、まとめているか。 

5 

目標のレベル・点数を把握し、試験申込時に

学生の日本語レベルにあわせて担任より受

験級の指導を必要であれば行っている。試験

の合格者や点数は面談をとおして把握し、記

録もとっている。 

 入学から修了・卒業までの学習成績を記

録，保管し，適正に管理しているか。 

5 

入学時のプレイスメントテストから授業で

のそれぞれのテストの点数、EJUの得点、JLPT

の合格級等、個人カードや学生管理システム

に記録し、学校で決められた期間保管し、管

理をしている。 

 学生の卒業後の進路を適切に把握してい

るか。 

5 

進路決定時に進学先から入学許可書等をも

らい、提出してもらうことで、進路を把握し

ている。すべての学生が進路決定するまで、

担任および国担当者と連携して学生と連絡

を取り続けている。 

 卒業生及び修了生の進学先等での状況を

把握しているか。 
4 

進学先からの報告は適宜受けている。 

 

【6】 学生支援 

番号 点検項目 評価 現状・課題 

6-1 支援体制   

 学生支援計画を策定し、支援体制が整備さ

れているか。 

5 

担任を中心とした学生支援体制を整備し、教

務部・総務部と連携しながら対応を行ってい

る。また、定期的な個人面談や出席状況の確

認を通して、学生状況の把握に努めている。 

 

 学生相談に関する体制は整備され、有効に

機能しているか。 

5 

教務部と総務部が連携して問題に対処でき

る体制を取っている。長期休暇中は SNS を通

して担任及び各国担当者に連絡が取れるよ

うにし、いつでも対応できるようにしてい

る。 

6-2 生活面における支援   

 学生の心身の健康管理・事故・怪我サポー

トを担う体制があり、有効に機能している

か。 
5 

国民健康保険に全員加入していると同時に、

留学生保険の紹介及び加入推進を行ってい

る。出席率・アルバイト状況の確認、在留カ

ード・保険証の更新サポート、非常時の対応・

自転車交通マナー・生活マナー等の指導を行

っている。 
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 学生全体の生活状況について定期的に調

査しているか。 

5 

担任による学期ごとの個人面談で調査し、個

人カードとシステムで管理している。また、

常に担任が学生とコミュニケーションをと

り、変化に気づくよう心がけている。 

 

6-3 入国・在留関係に関する指導及び支援   

 入管法上の留意点について、学生への伝

達・指導等を定期的に行っているか。 5 

入学時のオリエンテーションや掲示物，学校

の SNS を通して喚起を行い、入管法はじめ法

律上の留意点を指導している。 

 不法残留者，資格外活動違反者、犯罪関与

者等を発生させないための取組みを継続

的に行っているか。 
5 

アルバイト先、友人、親族などの把握に努め、

不法行為への対策をとっている。警視庁国際

対策犯罪課の方を招き、学生管理犯罪につい

て教師の研修も行っている。 

 除籍・退学・修了・卒業で帰国予定となっ

た学生の帰国確認を適時行い、それら出国

確認の書類を適正に管理しているか。 5 

航空券の確認及び帰国後のパスポートの出

入国スタンプや処理済みの在留カードの写

真、出入国在留管理庁の在留カード等番号失

効情報照会での照会などで確認を行ってい

る。 

 

【7】 教育環境 

番号 点検項目 評価 現状・課題 

7-1 校地・校舎   

 教育機関として適切な位置環境にあるか。 
3 

周辺環境については考慮すべき点がある。引

き続き適切な場所を探していく。 

 安定的に教育活動を継続するための校地

校舎が整備されているか。 
4 

自己所有でないが、長年賃貸借契約を継続し

ている実績がある。 

 校舎面積は基準に適合しているか。 

5 

法務省告示基準及び、認定日本語教育機関認

定基準を満たす面積を確保している。また、

教室のほか学生が利用できるロビーも備え

ている。 

7-2 施設・設備   

 教室およびその他施設は基準に適合してい

るか。 

 

5 

告示基準及び認定基準を満たす教室数およ

び教室面積を備えている。 

 教室内は十分な照度があり換気がなされ

ているか。 
5 

各部屋に窓・空調設備が設備されていおり、

照明もリフォーム工事を通して LED 照明の

導入が進んでいる。 
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 授業時間外に自習できるスペースが十分

確保されているか。 
5 

校内ロビーに自習できるスペースを備えて

いる。 

 教育、学生数に応じた図書やメディアが整

備され、利用できる環境になっているか。 3 

学生の共有スペースとなるロビーに教材等

の図書を用意している。今後より充実させて

いく予定。 

 教職員の執務に必要なスペースは確保さ

れているか。 
5 

労働安全衛生法に基づく事務所衛生基準規

則を満たす教員・事務員室を確保している。 

 法令上必要な設備等が備えられているか。 

5 

消防法・建築法上必要とされている設備は整

えてある。 

 

 廊下や階段等は、緊急時に危険のない状態

となっているか。 
5 

廊下や階段は常に整頓されており、夏場の扇

風機等をのぞいて緊急時に移動を阻害する

物は置かれていない。 

 

 バリアフリー対策が施されているか。 

4 

全フロアにエレベーターで移動可能であり、

各フロアに障害となる大きな段差はない。 

 

 校内の清掃状況は管理が行き届いている

か。 
5 

廊下・階段を含め、毎営業日に授業時間後は

清掃が行われており整頓されている。 

 

【8】 入学者の募集と選考 

番号 点検項目 評価 現状・課題 

8-1 募集方針   

 理念・教育目標に沿った学生の受入れ方針

を定め，年間募集計画を策定しているか。 
5 

理念・教育目標に沿った学生の受入れ方針を

定めている。また、卒業生・修了生数、各年

度の COE 交付率等を踏まえ、年間募集計画を

策定している。 

 募集定員の範囲で募集活動を行っている

か。 5 

定員である 1,800 名の範囲内で募集活動を

行っている。 

 

 募集担当職員は，学校の情報を正しく認識

した上で，入学相談を行っているか。 5 

年 4 回ある募集のタイミングで都度確認し

ている。 

 

 教育内容，教育成果を含む最新，かつ、正

確な学校情報，求める学生像，及び応募資

格と条件が入学希望者の理解できる言語

で開示されているか。 

5 

募集方針に基づき、出願書類及び面接等によ

り、求める学生像、応募資格及び出願条件へ

の適合性を確認し、適切な学生募集及び選考

を行っている。 
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8-2 募集活動   

 海外の募集代理人（エージェント等）に最

新かつ、正確な情報提供を行うとともに、

その募集活動が適切に行われていること

を把握しているか。 

5 

年 4 回ある募集のタイミングで都度情報提

供・確認している。 

 

 教育内容・教育成果を含む、最新かつ正確

な学校情報が入学希望者の理解できる言

語で開示されているか。 5 

ホームページ及び募集要項において、教育内

容、教育成果、求める学生像、応募資格・条

件等の情報を、入学希望者が理解できる複数

の言語で提供している。 

 

 募集活動を行う国・地域の法令を遵守した

募集活動を行っているか。 5 

募集活動を行う国・地域の法令を遵守し、適

正かつ適法な募集活動を行っている。 

 

8-3 入学選考   

 入学選考基準及び方法が明確化されている

か。 

 
4 

入学選考基準及び方法については、募集要項

への記載は一部にとどまるものの、出願時の

案内及び面接等において、選考方法について

説明し、入学希望者に対して適切に周知して

いる。 

 

 学生情報を正確に把握し、提出書類により

信憑性の確認を行っているか。 

5 

学生から提出された証明書等の出願書類に

基づき、学生情報を正確に把握するととも

に、記載内容の信憑性について確認を行って

いる。必要に応じて、追加資料の提出を求め

るなど、適切な確認体制を整えている。 

 

 入学選考は適正かつ公平な基準に基づき

行われているか。 5 

その年の応募者全体の質による基準の変動

はあるが、一貫した基準で選考されている。 

 

 受け入れるコースの教育内容が志願者の

学習ニーズと合致することを確認してい

るか。 
5 

面接等で「留学」の課程であることを確認し、

卒業後の進路として進学を挙げている学生

のみを受け入れている。 

 

 選考結果（合否、点数、評価コメント）が

帳簿に記録され、5年間保存されているか。 5 

応募時に集めた書類と共に電子データとし

て保存している。 
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【9】 財務 

番号 点検項目 評価 現状・課題 

9-1 財務状況   

 中長期的に学校の財務基盤は安定してい

るといえるか。 5 

常に中長期的な観点で運営しているので，経

営基盤は比較的安定している。 

 

 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとな

っているか。 5 

適正な予算・収支を維持していることで営業

赤字が一度も出ていない。 

 

 財務について会計監査が適正に行われて

いるか。 5 

経理部に常勤役員がおり，リスク回避をして

いる。 

 

 財務情報公開の体制整備はできているか。 

5 

毎年，税理士事務所を通じて決算報告書を作

成しており,体制整備に努めている。 

 

9-2 給付金   

 入学検定料、入学金、授業料その他納付金

の金額、納付時期、納付方法及び学費以外

に入学後必要な費用を募集要項等に明記

しているか。 

5 

学費等必要経費は募集要項に明確に記載し

周知している。 

 

 関係諸法令に基づいた学費返還に関する

規定を定め公開しているか。 5 

学費返還に関しては，最判平成 18年 11月 27

日に基づいて処理している。 

 

 上記の納付金については入学志願者、在籍

者及びその経費支弁者の理解できる言語

で情報公開に努めているか。 5 

入学志願者、在籍者及びその経費支弁者が理

解できるよう、日本語のほか各国語の募集要

項を作成し、当該募集要項を通じて情報公開

に努めている。 

 

 

【10】 法令・告示基準等の遵守 

番号 点検項目 評価 現状・課題 

10 法令、設置基準等の遵守と適正な運営がさ

れているか。 

5 

法務省告示基準を遵守しており、適正校

Class1 に指定されている。認定法遵守に関

しては認定とその後の運営をもって遵守し

ていると判断すべき。 
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 学生に対し、我が国の法令を遵守させる指

導を行っているか。 
5 

オリエンテーションによる指導、警視庁・入

管によるポスターを掲示するなど法令を遵

守させるよう努めている。 

 

 個人情報に関し、その保護のための対策が

とられているか。 
5 

学生データベースはパスワード設定されて

おり、役職による閲覧制限を設けて利便性

と保護の両立を図っている。 

 

 自己点検・自己評価の実施と問題点の改善

に努めているか。 

4 

長年改善点として挙げられているものもあ

るが、設置場所等変更が容易でないものも

ある為、長い視点で着実に改善に努めてい

る。 

 

 自己点検・自己評価を公開しているか。 

5 

毎年当校のホームページにて自己点検・自

己評価の結果を公開している。 

 

 関係省庁への定期報告を遅延なく実施し

ているか。 5 

入管や関係省庁への定期報告は日常の業務

として報告関連書類が設定されている。 

 

 

【11】 地域貢献・社会貢献 

番号 点検項目 評価 現状・課題 

11 他の教育機関、企業、団体及び地域との連

携、交流を図っているか。 

4 

大学を訪問しての見学会や進学を希望する

学校の説明会などを校内で実施している。

また、日本語教員の採用においては大学を

訪問して教員志望の学生と交流するなどし

ている。その他、校外学習では、企業や団体

を訪問し、抱えている問題点を伺いながら

体験を通じた交流を行うなどの試みを行っ

ている。一方で地域との連携や交流などに

ついてはまだ十分だとは言えないため、引

き続き検討していく。 

 

 学生のボランティア活動を奨励・支援して

いるか。 3 

学生へ働きかけてはいるが、支援までは行

っておらず今後の課題と認識している。 
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【12】 安全・危機管理 

番号 点検項目 評価 現状・課題 

12-1 健康・衛生   

 学生の健康管理を担う組織体制があり、機

能しているか。 

5 

年に一度、在校生を対象に健康診断を実施

している。教室、ロビーにアルコール消毒を

設置している。感染症や熱中症等の注意喚

起ポスターをロビーに掲示している。 

 

 学生全員が適切な健康保険に加入してい

るか。 5 

国民健康保険に加入しているか入学時に新

入生全員を対象に確認している。 

 

12-2 危機管理   

 火災・地震・台風等の災害発生時の避難方

法、避難経路、避難場所を定めているか。 

5 

避難訓練の事前授業で災害時の避難方法に

ついて写真や映像を用いて説明している。

避難経路、避難場所を定め、避難訓練で実際

に確認している。教務室および各教室にマ

ニュアルカードを設置し、災害時にどこに

いても、だれでも対応ができるようにして

いる。 

 

 災害等に対する避難訓練を定期的に実施

しているか。 

5 

避難訓練の事前授業で災害時の避難方法に

ついて写真や映像を用いて説明している。

避難経路、避難場所を定め、避難訓練で実際

に確認している。教務室および各教室にマ

ニュアルカードを設置し、災害時にどこに

いても、だれでも対応ができるようにして

いる。 

 

 

令和 8 年 5月 

東京早稲田外国語学校 自己点検・自己評価委員会 

  校長 久嶋 真子 

  顧問 沼田 宏 

教務部主任 杉浦 琴美 

教務部主任 平出 みずき 

教務部主任 小池 香里 

総務部主任 大貫 由美子 

 


